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カ
ナ

か
ら
の
白
山
菅
路
申
、
槍
ヶ
宿
を
遜
ぎ
た
所
で
、
標
高

一=一

O
O米
に
在
る
。

カ
ナ
ト
ヨ
マ
ツ

9

銭
康
祭
鍛
冶
職
に
従
ふ
も

の
、
一
月
二
日
銭
床
祭
脅
仔
ふ
こ
と
が
あ
っ
た
。
一

年
の
仕
事
初
で
あ
る
。

カ
ナ
ヒ
ラ
金
卒
能
美
郡
縄
海
郷
に
屈
す
る
部

務
。
郷
村
名
義
抄
に
、
猪
俣
金
平
六
と
い
ふ
者
が
跨

た
か
ら
村
名
に
な
っ
た
と
程
L
て
あ
る
。

カ
ナ
ヒ
ラ
キ
ン
ザ
ン
金
卒
金
山
能
奨
郡
金
.
平

の
金
坑
は
裸
と
金
.
平
と
の
間
一
帯
に
在
っ
た
。
放
に

搾
の
金
山
と
も
、
海
村
山
と
も
、
金
平
山
と
も
い
ひ
、

叉
山
下
に
不
動
堂
あ
る
が
般
に
不
動
山
と
も
い
う

た
。
初
め
・
栂
村
の
人
で
十
村
で
あ
っ
た
源
次
が
明
和

初
年
よ
り
関
坑
し
た
厨
で
、
源
次
は
安
永
元
年
務
よ

り
金
山
御
縮
方
宇
一
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
笛
時
幾
勢
甚

だ
蝶
で
、
そ
の
産
額
安
永
三
年
に
灰
吹
金
ご
貰
四
百

目
、
天
明
元
年
に
は
七
寅
三
十
匁
に
謹
し
、
源
次
は

簸
〈
之
を
務
に
納
め
て
、
金
二
十
目
に
封
し
遁
貨
銀

一
貫
自
の
報
債
を
受
け
た
。
天
明
八
年
こ
周
加
賀
務

は
金
平
金
山
を
御
手
山
と
な
L
、
直
接
之
脅
綬
饗
し

た
が
、
源
次
の
金
山
方
宇
一
付
た
る
こ
と
は
替
の
如
く

で
あ
っ
た
。
次
い
で
寛
政
入
年
=
一
周
再
び
源
次
の
自

稼
山
と
な
し
、
文
政
二
年
三
周
叉
務
の
御
手
山
に
復

し
、
間
十
年
源
次
の
子
源
之
訴
の
自
稼
山
と
し
、
九

郎
三
郎
を
純
て
源
三
郎
に
烹
る
ま
で
織
約
締
聾
し

た
。
併
し
到
鹿
醤
時
の
鴎
況
に
及
ぶ
を
得
な
か
っ
た

故
、
文
久
三
年
=
一
た
び
務
有
と
し
て
復
興
に
欝
カ
し

た
が
、
街
微
々
た
る
そ
発
れ
ず
‘
陸
路
ご
年
十
周
箆
に

源
三
郎
の
自
稼
山
と
し
て
、
議
に
明
治
年
聞
に
入
っ

た。
カ
ナ
ヒ
ラ

F
Oザ
ン
金
卒
銅
山
天
明
三
年
能

安
部
副
仲
村
の
十
材
源
究
示
、
章
平
の
地
内
赤
芽
に
開

. 
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一
九
O

山
し
た
。
次
い
で
文
政
三
年
加
賀
務
は
之
脅
再
興
し
一
仕
へ
、
秀
樹
初
代
務
の
後
浪
人
と
な
っ
た
が
、
元
和
三
一
え
、
翌
寛
文
元
年
の
傑
に
、
『
堂
形
・
金
谷
新
馬
場
海

た
が
、
安
政
二
年
六
月
源
次
の
曾
孫
源
三
郎
の
自
稼
一
年
前
回
利
常
に
有
出
さ
れ
て
千
石
や
・
領
し
、
承
臨
三
一
砂
之
儀
二
周
期
申
来
。
』
と
も
あ
る
。
次
い
で
葛
巻
畠

山
に
命
じ
、
文
久
三
年
九
月
更
に
御
手
山
と
な
し
、
一
年
夜
。
子
探
制
緩
い
で
滞
に
仕
へ
る
。
一
興
自
記
に
、
『
延
費
九
年
三
用
汁
六
日
金
谷
屋
数
御
文

媛
滞
の
際
自
ら
政
府
の
有
に
節
し
た
。
一
・
刀
ナ
モ
リ
ト
モ
ナ
ホ
金
森
知
一
鹿
沼
濡
鼠
之
助
o
一
陣
之
前
に
追
廻
し
の
膳
揚
被
仰
付
、
頃
日
有
増
加

カ
ナ
フ
ウ
ヨ
タ
金
生
湯
谷
金
禄
の
俳
人
。
名
一
様
千
七
百
石
、
内
ご
百
石
奥
力
知
。
務
末
外
飴
渡
来
一
束
。
』
と
い
ふ
も
の
は
、
金
谷
支
障
の
前
に
廷
に
馬
場

は
久
平
。
鶴
姓
は
抑
野
屋
で
雲
岱
の
弟
で
あ
っ
た
。
一
の
風
説
あ
る
に
及
び
、
滞
は
知
直
に
能
州
議
静
防
備
一
を
作
っ
た
の
で
あ
る
。
越
積
賀
三
州
志
衆
国
紙
慨
に

般
宿
を
管
み
、
容
岱
常
と
稽
し
、
明
治
四
十
ご
年
七
一
の
一
番
手
荷
命
じ
た
。
知
直
は
茶
湯
呑
花
に
巧
み
で
一
は
、
金
谷
文
障
賭
場
の
地
、
安
永
四
年
露
地
中
へ
閥

十
五
歳
や
・
以
て
夜
し
た
。
そ
の
先
代
に
も
亦
寓
符
と
一
あ
っ
た
が
、
弓
胞
の
滋
に
疎
〈
、
未
だ
そ
の
出
陣
の
一
ひ
こ
み
と
な
っ
た
が
、
天
明
ご
年
四
月
ま
た
馬
場
を

い
ふ
も
の
が
あ
っ
て
、
文
化
九
年
に
夜
し
て
ゐ
る
。
一
命
に
援
し
な
い
に
拘
ら
ず
、
文
化
四
年
六
且
廿
七
日
一
作
ら
せ
ら
れ
、
こ
れ
-P
・
時
間
先
馬
場
と
唱
へ
た
と
あ

ガ
ナ

ε
鹿
波
風
烹
郡
諸
栂
郷
に
鴎
す
る
部
帯
。
一
自
殺
し
た
o
平
年
一
一
一
十
一
一
。
滞
後
そ
の
俸
脅
波
放
し
、
一
る
。

文
臨
ご
年
の
諸
橋
六
郷
削
敏
同
録
に
は
邸
雌
に
作
一
文
政
ご
年
二
月
子
内
陀
儒
之
や
・
組
交
の
辿
跡
と
て
し
一
カ
ナ
ヤ
オ
ヒ
ロ
シ
キ
ゴ
ヨ
ウ
金
谷
御
鹿
式
御
用

る
o
能
穀
科
跡
志
に
、
『
臨
波
村
へ
磁
僻
ひ
一

mmあ
り

o

一

豆

町

石

脅

典

へ

た

。

一

古

へ

は

こ

，

御

丸

御

厨

式

御

用

・

金

谷

御

撰

式

御

用

と

よ
き
村
な
り
。
一
向
き
一
ャ
寺
あ
り
o
此
の
氏
紳
八
一
瞬
一
ヵ
ナ
モ
リ
マ
ザ
ウ
ヂ
金
森
方
氏
迦
稽
七
之
助
。
一
の
別
穂
が
な
く
、
取
に
御
臆
式
御
用
と
い
号
て
、
双

宮
・
白
山
宮
雨
祉
祭
趨
入
居
十
抗
日
也
。
角
力
祭
と
一
金
森
一
飛
騨
守
軍
近
入
道
宗
和
の
子
で
あ
る
。
震
涯
そ
一
方
の
ま
仰
を
勤
め
た
が
、
前
思
震
の
悦
子
と
L
て

一
の
突
出
議
守
可
京
と
料
脅
か
ら
ず
、
設
に
京
都
に
盤
一
金
谷
御
殿
に
住
L
た
時
初
め
て
別
に
笛
役
を
鐙
か
れ

て
土
俵
の
前
広
品
川
興
や
・

R
ゑ

奉

台

、

=

一

十

三

番

の

子

一

一

J

o

一
開
門
し
て
専
ら
茶
道
に
耽
っ
た
泊
、
老
後
一
雄
加
賀
に
来
一
た

O
Lか
L
其
の
姓
名
は
明
ら
か
で
な
い
。
次
い
.
で

供

角

カ

あ

り

。

肝

煎

番

頭

行

事

に

て

正

し

き

事

也

。

一

一

一
た
o
是
脅
以
て
七
之
助
は
寛
永
ご
年
前
回
利
常
に
召
一
明
和
八
年
前
回
治
備
の
入
闘
の
時
、
御
留
守
腐
の
内

角
カ
終
り
て
跡
主
森
川
氏
、
費
節
一
尾
鷲
回
る
也
o
-

一

一
出
さ
れ
、
千
五
百
石
を
受
け
、
十
豆
一
年
夏
に
五
百
石
一
よ
り
蔚
嶋
武
左
衛
門
諸
政
・
笠
間
宅
左
衛
門
政
寓
爾

是

の

祭

料

と

て

町

三

百

苅

畑

千

歩

寄

附

あ

り

。

能

寺

一

一

』
一
宇
一
加
へ
、
内
ご
一
白
石
や
・
奥
カ
知
と
し
、
席
目
廻
組
に
瑳
一
人
が
之
を
勤
め
、
共
の
後
組
外
御
番
顕
永
原
忠
兵
衛

祭
一
顧
な
り
0

』
と
見
え
、
そ
の
八
一
鵬
宮
と
い
ふ
も
の
一
し
た
o
寛
文
四
年
三
月
夜
、
五
十
五
歳

0
4
ツ
ウ
ワ
一
挙
良
の
命
ぜ
ら
れ
て
以
来
、
組
外
・
定
番
御
膳
麹
一
聞

は

、

今

白

山

宮

に

全

開

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

一

リ

ュ

ウ

宗

和

統

。

一

御

番

一

聞

か

ら

も

之

を

衆

勤

す

る

乙

と

に

な

っ

た

o
治

カ
ナ
メ
イ
シ
要
右
羽
咋
郡
一
宮
寺
町
家
の
大
穴
一
カ
ナ
ヤ
金
屋
能
薬
謀
議
郷
に
属
す
る
部
務
。
一
備
の
卒
後
文
化
七
年
四
用
十
日
是
等
は
一
同
施
ぜ
ら

持
像
石
神
祉
境
内
に
、
要
石
と
も
地
俊
石
と
も
或
は
一
郷
村
偶
者
抄
に
、
こ
の
村
に
鈍
物
師
が
あ
っ
た
か
ら
一
れ
、
御
留
守
時
期
左
兵
衛
秀
親
・
物
一
服
蹴
三
宅
極
左

地

震

押

さ

へ

石

と

も

稽

す

る

も

の

が

あ

り

、

そ

れ

は

一

日

名

と

な

っ

た

と

あ

る

。

一

衛

門

E
路
・
組
外
御
番
一
聞
大
脇
六
郎
左
衛
門
宜
賢
の

長
二
米
・
幅
一
米
の
閃
線
岩
で
あ
る
。
ま
た
鳳
南
部
一
カ
ナ
ヤ
金
屋
羽
咋
郡
散
mm
の
内
の
小
手
。
一
三
人
が
こ
，
御
丸
御
蹟
式
御
用
よ
り
衆
識
を
仰
付
け

小
池
の
東
方
に
も
要
石
が
在
っ
て
、
一
に
地
袋
容
と
一
カ
ナ
ヤ
イ
Z

モ
ン
金
谷
伊
右
衛
門
初
め
溝
口
一
ら
れ
、
文
政
四
年
五
月
三
日
一
一
j

御
丸
御
蹟
式
御
用

も
い
ふ
が
、
こ
れ
は
硲
さ
丈
俄
の
冗
岩
で
、
そ
の
前
一
政
勝
に
仕
へ
、
寛
永
十
一
年
そ
の
鵡
に
よ
っ
て
、
前
一
が
惣
ぺ
て
誼
職
鍛
識
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
放
に
一
一
・
御

に
鳥
時
-prI
て
、
八
王
子
様
現
と
縛
す
る
。
そ
の
他
一

m利
常
に
ご
百
石
に
様
せ
ら
れ
、
御
脳
廻
に
斑
し
、
一
丸
御
鹿
式
御
用
も
金
谷
御
臆
式
御
用
も
、
こ
の
後
は

周
平
一
部
下
山
の
路
島
前
一
位
境
内
に
も
要
石
と
い
ふ
も
一
高
治
元
年
江
戸
御
鹿
式
番
と
な
り
、
翠
ご
年
一
鋭
し
た
。
一
御
留
守
一
笠
宮
・
大
組
顕
以
下
物
一
服
、
叉
は
組
外
・
定
一
替

の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
い
づ
れ
も
こ
の
石
一
子
源
相
継
い
で
滞
に
仕
へ
る
。
一
御
馬
廻
爾
御
番
頭
の
魚
梯
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

あ
る
が
露
に
曾
て
能
書
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
と
い
一
カ
ナ
ヤ
オ
バ
バ
金
谷
御
馬
場
金
谷
御
陵
の
屋
一
カ
ナ
ヤ
オ
ヒ
ロ
シ
キ
ゴ
ヨ
ウ
会
ツ
シ
金
谷
御
蹟

う

て

ゐ

る

。

敷

内

に

在

っ

た

馬

場

を

い

ふ

0

年
代
描
要
高
泊
三
年
一
式
御
用
篭
そ
の
初
は
-
切
不
明
で
あ
る
。
元
文
六


